
五月晴れとなった5月16日、中央区の自治会が地区の親睦を図
るためウォークラリーを開催しました。この催しは中止になった
町民大運動会の代わりに開かれたもので、この日集まったのは38
家族、約100人。総合運動公園を出発し、渡された地図を参考に
伊豆神社や明神ケ辻山展望台、豊前坊など新緑の中を歩きました。

「水巻にもこんなすばらしいコースがあったんですね。近所の
人とも親しくなれるし、地区でこんな企画をたててくれて感謝し
ています」と語るのは、家族5人で参加の小野千代さん。
お昼からはレクリエーションの「靴投げ」と「大なわ跳び」で

記録を競い合いましたが、珍記録の続出に参加者たちも大爆笑。
家族そろって思いっきり遊んだ一日でした。



遠
賀
川
か
ら
洞
海
湾
へ
。

堀
川
建
設
の
壮
大
な
計
画

堀
川
は
自
然
に
で
き
た
川
で
は
な
く
、

江
戸
時
代
に
人
の
力
に
よ
っ
て
掘
ら
れ

た
川
で
す
。
全
長
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
こ
の
川
は
八
幡
西
区
楠
橋
か
ら
中
間

市
・
水
巻
町
吉
田
・
八
幡
西
区
折
尾
を

流
れ
て
若
松
区
の
洞
海
湾
に
注
い
で
い

ま
す
。
堀
川
の
造
ら
れ
る
前
の
遠
賀
川

は
ん
ら
ん

は
、
大
雨
の
度
に
氾
濫
し
、
洪
水
を
引

き
起
こ
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
江
戸

時
代
初
期
、
農
業
用
水
の
確
保
と
洪
水

を
防
ぐ
た
め
遠
賀
川
の
水
を
洞
海
湾
に

分
流
す
る
計
画
が
持
ち
あ
が
り
ま
し
た
。

げ
ん
な

元
和
七
年
（
一
六
二
一
年
）
　
に
時
の

藩
主
、
黒
田
長
政
が
堀
川
運
河
の
工
事

に
入
り
ま
し
た
。
工
事
は
途
中
の
中
断

が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
着
工
か
ら

百
八
十
四
年
の
年
月
を
か
け
て
行
わ
れ

た
工
事
の
始
ま
り
で
す
。

工
事
は
中
間
市
か
ら
吉
田
　
（
貴
船
神

社
の
裏
山
付
近
）
　
を
抜
け
、
八
幡
西
区

折
尾
ま
で
の
ル
ー
ト
で
、
直
接
指
揮
し

た
の
は
家
老
の
栗
山
大
勝
で
し
た
。



し
か
し
、
吉
田
と
折
尾
の
間
は
地
形

が
悪
く
、
水
が
わ
き
出
て
難
工
事
と
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
を
総
責
任
者
で
あ
っ

た
栗
山
大
勝
の
名
前
に
ち
な
ん
で
　
『
大

勝
堀
』
　
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
当
時
こ
の

地
域
は
神
域
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
人
々
は
工
事
が
進
ま
な

い
の
は
神
の
た
た
り
だ
と
考
え
、
工
事

に
携
わ
る
こ
と
を
嫌
が
る
人
が
日
に
日

に
多
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
折
、
藩
主
長
政
の
急
死
と
藩

内
外
の
事
情
で
元
和
九
年
　
（
一
六
二
三

年
）
　
工
事
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

最
大
の
難
所
と
な
っ
た

「
車
返
し
の
切
貫
き
」
工
事

工
事
が
再
開
さ
れ
た
の
は
、
宝
暦
元

年
　
（
一
七
五
一
年
）
　
六
代
藩
主
、
里
一
田

継
高
の
と
き
で
し
た
。
実
に
第
一
期
工

事
が
中
止
と
な
っ
て
か
ら
百
三
十
年
後

の
こ
と
で
す
。

コ
ー
ス
も
大
勝
堀
か
ら
吉
田
車
返
し

を
通
る
ル
ー
ト
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

へ
ノ

し
か
し
、
車
返
し
付
近
は
岩
盤
が
多
く

工
事
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。

土
木
技
術
の
発
達
し
て
い
な
い
こ
の

時
代
、
ノ
ミ
と
ツ
チ
を
使
っ
て
岩
を
砕

い
て
い
き
ま
し
た
。
約
四
百
五
十
メ
ー

ト
ル
の
岩
盤
を
砕
く
の
に
9
年
の
歳
月

を
費
や
し
ま
し
た
。
こ
の
時
の
工
事
の

苦
労
を
し
の
ば
せ
る
ノ
ミ
の
跡
は
、
今

で
も
吉
田
の
河
守
神
社
近
く
の
岩
壁
に

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

念
廟
の
堀
川
運
河
、

百
八
十
四
年
を
か
け
て
完
成
。

こ
の
工
事
も
宝
暦
九
年
　
二
七
五
九

年
）
　
に
完
成
し
、
さ
ら
に
則
松
川
　
（
現

在
の
金
山
川
）
　
へ
と
つ
な
ぐ
工
事
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
宝
暦
十
二
年

（
一
七
六
二
年
）
　
つ
い
に
堀
川
運
河
は

洞
海
湾
ま
で
開
通
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
年
に
は
中
間
市
の
惣
社

山
に
水
門
を
つ
く
る
工
事
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
と
き
に
活
躍
し
た
の
が
一

田
久
作
と
い
う
人
で
す
。
こ
れ
が
　
『
中

間
唐
戸
（
水
門
）
』
　
で
す
。

し
か
し
，
堀
川
へ
の
水
の
流
れ
を
良

く
す
る
た
め
遠
賀
川
を
堤
防
で
せ
き
止

め
た
こ
と
に
よ
り
、
上
流
の
地
域
　
（
直

方
市
や
飯
塚
市
）
　
に
水
害
が
発
生
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
中
間
市
の
『
中
間
唐
戸
』

よ
り
上
流
の
八
幡
西
区
楠
橋
の
寿
命
に

じ
め

新
し
く
『
寿
命
の
水
門
』
を
作
り
ま
し

た
。
文
化
元
年
二
八
〇
四
年
）
　
十
一

な
り
き
よ

代
藩
主
黒
田
斉
活
の
時
代
に
行
わ
れ
た

工
事
で
す
。

こ
う
し
て
堀
川
は
工
事
を
着
手
し
て

以
来
、
百
八
十
四
年
間
と
い
う
長
い
年

月
を
か
け
て
よ
う
や
く
完
成
し
ま
し
た
。

重
要
な
石
炭
輸
送
の

ひ
ら
た

主
役
は
「
川
櫛
」

堀
川
が
で
き
る
ま
で
は
、
遠
賀
川
流

域
で
と
れ
た
農
産
物
や
材
木
、
石
炭
な

ど
は
船
で
遠
賀
川
を
下
り
、
芦
屋
や
若

松
方
面
に
運
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
堀
川
運
河
が
で
き
て
か
ら
は
、
航

へ
′

行
日
数
が
少
な
く
て
す
む
こ
と
も
あ
っ

て
堀
川
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
特
に
、
筑
豊
地
域
で
石
炭
が

多
く
掘
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

は
、
そ
の
石
炭
を
若
松
港
ま
で
運
ぶ
船

に
と
っ
て
、
堀
川
は
重
要
な
輸
送
路
と

な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
活
躍
し
た
の
が
別
名
「
五
平

ひ
ら
た

大
船
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
「
川
礪
」

と
い
う
船
で
す
。

こ
の
川
肺
は
、
名
前
の
と
お
り
船
底

が
平
ら
で
、
浅
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
も
前
後
の
へ
り
を
幅
広
く
と
っ
て
、

荷
物
が
多
く
積
め
る
よ
う
に
し
て
あ
り

ま
し
た
。

逆
ら
え
な
か
っ
た
時
代
の
流
れ

堀
川
水
運
、
衰
退
の
道
へ

ゆ
る
や
か
な
丘
陵
地
帯
を
流
れ
る
堀

川
を
、
積
荷
を
満
載
し
た
川
櫛
が
底
を

こ
す
ら
ず
に
航
行
す
る
の
に
は
か
な
り

の
苦
労
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
れ
で
も
石
炭
輸
送
は
川
確
に
よ
る

水
運
が
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
明
治
二
十
四
年
、
堀
川
そ
し

て
川
備
に
運
命
的
な
出
来
事
が
起
こ
り

ま
し
た
。

そ
れ
は
若
松
・
直
方
間
に
鉄
道
が
開

通
し
た
こ
と
で
す
。
鉄
道
の
方
が
輸
送

時
間
が
短
い
こ
と
や
運
賃
が
安
い
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
川
術
の
数
も
急
激
に

減
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
上
、
筑
豊

の
炭
鉱
地
帯
に
は
細
か
く
支
線
が
張
り

め
ぐ
ら
さ
れ
、
石
炭
輸
送
の
主
役
は
鉄

道
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
二
百
年
近
く
続
い
た
堀
川
の

水
運
が
昭
和
十
三
年
　
（
一
九
三
八
年
）

を
最
後
に
、
歴
史
の
幕
を
降
ろ
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
堀
川
は
、
か
ん
が
い
用
水

路
や
生
活
排
水
路
と
し
て
の
役
割
を
果

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
土
砂
が
堆

積
し
て
流
れ
が
悪
く
な
る
と
と
も
に
、

堀
川
は
い
つ
し
か
人
々
の
生
活
や
記
憶

か
ら
も
遠
ざ
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。

て？



歴
史
の
息
吹
き
を
今
に
伝
え
る
史
蹟
た
ち

吉
田
の
車
返
し
に
あ
り
ま
す
。
堀
川

工
事
で
最
も
困
難
だ
っ
た
の
が
こ
の
部

分
で
す
。
現
在
で
も
ノ
ミ
の
跡
が
は
っ

き
り
残
っ
て
い
て
、
「
く
」
　
の
字
状
に

幾
重
に
も
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
、

河
川
改
修
工
事
の
た
め
県
教
育
委
員
会

が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
今
の
川
底
か
ら

一
・
六
メ
ー
ト
ル
下
に
当
時
の
川
底
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

工
事
で
は
、
岩
を
砕
く
石
工
が
九
十

人
、
砕
い
た
岩
を
運
ぶ
人
が
二
百
人
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
っ
て
い
ま
す
。
大
き
さ
は
、
様
々
で

す
が
こ
の
川
肺
は
標
準
型
で
、
長
さ
十

三
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
二
・
四
二
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
五
十
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
大
き

さ
で
約
七
ト
ン
の
荷
物
を
運
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

吉
田
の
車
返
し
に
あ
り
ま
す
。
堀
川

第
二
期
工
事
に
力
を
注
い
だ
六
代
藩
主

ま
つ

黒
田
継
高
を
祀
っ
て
い
ま
す
。
境
内
に

は
一
八
二
五
年
、
玉
泉
に
よ
っ
て
措
か

れ
た
三
十
六
枚
の
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て

い
ま
す
。
（
広
報
み
ず
ま
き
・
昨
年
の

8
月
1
0
日
号
に
掲
載
）

中
間
市
役
所
前
の
県
道
を
直
方
方
面

に
三
百
メ
ー
ト
ル
い
っ
た
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
水
門
は
、
今
の
岡
山
県

吉
井
川
の
水
門
を
参
考
に
一
七
六
二
年

に
造
ら
れ
た
も
の
で
す
。

水
門
は
、
岩
盤
を
く
り
抜
き
、
そ
の

上
に
家
屋
を
は
め
込
ん
だ
形
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
遠
賀
川
の
水
を
取

り
入
れ
て
い
ま
し
た
。

中
間
市
役
所
前
の
県
道
を
直
方
方
面

へ
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
行
っ
た
八
幡
西

じ
め

区
楠
橋
寿
命
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
一
八
〇
四
年
の
建
造
で
、
構
造
は

中
間
唐
戸
と
同
じ
で
す
。

碑
文
は
、
一
八
九
九
年
黒
田
長
成
に

ょ
っ
て
書
か
れ
、
堀
川
工
事
の
業
績
を

た
た
え
て
い
ま
す
。
折
尾
駅
裏
の
金
光

教
境
内
に
あ
り
ま
す
。

折
尾
高
校
校
内
に
保
存
し
て
い
る
川

ひ
ら
た

席
は
、
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
と

堀
川
の
歴
史
と
自
然
を
満
喫
。

堀
川
再
発
見

－
歴
史
散
歩
－

示
し
て
あ
る
中
間
市
歴
史
民
俗
資
料
館

へ
移
動
。
副
館
長
の
佐
々
木
武
彦
さ
ん

の
ス
ラ
イ
ド
上
映
を
交
え
た
楽
し
い
説

明
を
受
け
た
あ
と
県
指
定
文
化
財
の
中

間
唐
戸
を
見
学
し
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
の
目
的
地
で
あ
る
八
幡

西
区
の
寿
命
の
水
門
へ
。
こ
こ
は
初
め

て
訪
れ
た
人
も
多
く
、
興
味
深
く
見
学

す
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

こ
う
し
て
普
段
は
ふ
れ
る
こ
と
な
い

堀
川
の
歴
史
を
満
喫
し
ま
し
た
。

5
月
8
日
、
生
涯
学
習
係
が
開
い
た

「
堀
川
再
発
見
－
歴
史
散
歩
」
に
は
、

関
係
者
の
予
想
を
上
回
る
三
十
人
が
身

近
に
あ
る
歴
史
を
学
ぼ
う
と
参
加
。

折
尾
の
遠
賀
川
疎
水
碑
を
出
発
し
た

一
行
は
、
石
塚
章
さ
ん
　
（
吉
田
一
二
）
　
の

説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
折

尾
高
校
に
あ
る
川
備
保
存
地
を
見
学

し
、
河
守
神
社
ま
で
、
新
緑
の
堀
川
沿

い
を
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。
車
返
し
で

は
、
昨
年
一
部
が
完
成
し
た
遊
歩
道
か

ら
ノ
ミ
の
跡
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で

き
、
文
化
財
担
当
職
員
の
説
明
に
も
熱

が
入
り
ま
し
た
。

河
守
神
社
で
昼
食
を
と
っ
た
後
、
バ

ス
で
堀
川
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
が
展

首
楽
し
み
た
い
且

ご夫婦で参加の

川村稔さん
（高尾団地）

四
年
前
に
北
九
州
市
か
ら
水
巻
に
来

ま
し
た
。
こ
の
町
を
楽
し
ん
で
住
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
町
は
古
い
も
の
が
大
切
に
保

存
し
て
あ
り
ま
す
ね
。
以
前
か
ら
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
た
寿
命
の
水
門
も
見

る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
機
会
を
も
っ
と

増
や
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

′‾＼

尋
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堀川環境対策協議会

坂本　巌さん（71歳・吉田三）

昔の堀川は澄みきっていて、川

底の砂が見えるほどでした。カニ

やウナギ、しじみ貝までいました

し、昭和20年ごろまで切り通し付

近ではホタルも飛んでいました。

それが戦後を境にどんどん汚く

なっていきました。堀川のほとり

で生まれ、育った者にとっては悲

しく思っていました。

そして3年ほど前、それではい

けないと区長や車返し地区の人た

ちを中心に堀川をきれいにしよう

とする動きが盛んになってきまし

た。年に2回、川沿いの草刈りや

ゴミ拾いなどを行って、環境を良

くしていこうとするもので、それ

が現在の堀川環境対策協議会です。

土木事務所などの協力もあっ

て、河守神社の周辺は随分とよく

なりました。将来は、水の流れの

ある川になって欲しいですね。そ

うすれば川もよみがえると思います。

みんなで創るふるさと会

木村伸幸さん（29歳・吉田二）

若い人たちが、この町や地域の

文化・歴史にあまり興味をもって

いないのが少しさみしい気がしま

す。私は「みんなで創るふるさと
きぬた

会」で「砧ばやし」などをやる

ようになって少し関心を持つよう

になりました。でも実際、この会
や

に入る5年前までは立屋敷の「八
つるぎじんじや

剣神社」を「はっけんじんじゃ」

と言ってましたけど・・・。

堀川の思い出は、子供のころカ

エルを取りにいったのを覚えてい

ます。そして歴史的価値を考える

前にどうしても「臭い、汚い」と

いう印象を持っていました。

その川も昨年、改修が行われて

川のゴミも少なくなったように思

います。意識の変化だと思いま

す。ですから若い人が堀川だけで

なくこの町にもっと関心を持って

欲しいですね。

′■■＼
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めざせ国技館－わんぱく相撲遠賀川場所－

「ハツケヨーィ、のこった」。5月16日、遠賀町総合
すもう

グランド相撲場で『わんぱく相撲遠賀川場所』が行われ

ました。この大会には遠賀郡4町のほか中間市や八幡西

区から約100人のちびっ子力士が集合。

若貴兄弟顔負けの迫力ある取り組みに土俵の回りから

歓声があがります。熱戦の結果、水巻町チームは準優勝

と大健闘。子供たちの白いまわし姿が新鮮でした。

美しい違背ＪＪＪを願って
大切な遠賀川をきれいにしようと、

5月22日に水巻ライオンズクラブの呼

びかけで空きカン拾いが行われました。
この日、参加したのは水巻町婦人会

をはじめボーイスカウトの子供たちや

製鉄年満者の会、役場の職員など総勢

150人が参加。美しい遠賀川になるこ
とを願いきれいになった河川敷に子供

たちがコスモスの種をまきました。

据り出し物がいっぱい
－みずまきリサイウルフエアー

5月30日、使わなくなった物を有効利用し

ようと役場前広場でリサイクルフェアが行わ

れ多くの人が詰めかけました。

会場には古くなった家具や、日用雑貨、洋

服などの掘り出し物が盛り沢山。この日一番

人気があったのは抽選で当たる3台の自転車

で、約120人の応募があり関係者もビックリ。

出店した13店舗の売上の一部は社会福祉協

議会に寄付されました。

〟



総合グラウンドト5／5

5月5白、呵内の野球少年団5チーム
が、白熱した試合を展開。決勝戦では、
吉田ストロングと猪熊ベアースが対戦し、
15対8で吉日ストロングが優勝しました。

第12回ソフトボール大会
総合ゲラウン ト5／10～5／15

5月10日からソフトボール同好会のナ
イター戦が8チームの参加で行われまし
た。決勝戦は、古賀と吉田二が対戦。接
戦の未4対3で古賀チームが優勝しま
釆二。

遠賀川地区グラウンド詔の大会
岡垣町民総合ゲラウン

遠賀龍4町と中闇市、八幡西区から200
人が奉加して日ごろの練習の成果を競い
合いました。入賞者は次のとおりです。
●優　勝　蒲田アイ子（猪熊）
●準優勝　長江　治巳（青田一）
●6　位　福田　泰輔（吉田団地）
●8　痩　松村　静子（立屋敷）

井上義貴くん
4年6月1柑生まれ

（頃　末）

お
め
め
が
ウ
リ
ク
リ

ほ
っ
ペ
が
プ
ル
ル
～
ン

笑
顔
が
と
っ
て
も

か
わ
い
い
子
。
で
も
実
は

男
の
子
。
元
気
に

た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね
。

鳥羽貴子ちゃん

4年6月15日生まれ

（高松団地）

お
て
ん
ば
娘
の

菓
子
ち
ゃ
ん

の
り
ね
え
ち
ゃ
ん
の

吉
つ
こ
と
を
よ
く
聞
い
て

元
気
で
や
さ
し
い
子
に

育
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

7

若く老いるために一高齢者教養講座

「人に会い、人の心にふれて、新しい情報に接するこ

とが精神を若返らせます」と語るのは、社会教育コンサ
ルタントの日野時彦さん。

『若く老いるために』をテーマとした高齢者教養講座
が5月14日、南部公民館で開かれました。

この講座は、お年寄りに心の糧となる講話を聞いても
らおうと催されているものです。満員となった会場では、
楽しい講演に笑い声が響いていました。

かわいい花の使者。

5月7日、水巻幼稚園の園児が
町長に花のプレゼント。これは日

ごろ、お世話になっている病院や
郵便局などに毎年贈っているもの
です。花束に添えられた手作りの
カードには「いつも私たちのため

にありがとうございます」とかわ
いい字で書かれていました。

環境を守るのは
まず家庭オ、ら

5月21日、美吉野団地の
婦人会が廃油石けん作りを
行いました。

「女性の力で川の水や環

境を守るのはこれが一番と
思い、この石けん作りを企
画しました」と、婦人会の
皆さんは語ります。

出来上がった石けんは、

全会員に配られました。
6月の活動予定は、成人病
予防のための料理教室だそ

うです。楽しみですね。

／‾．ヽ



健康づくりシリーズ◎

に
ち
修
保
健
婦
で
す

一ヾ

言
＝

近
年
、
腰
が
痛
い
と
悩
ん
で
い
る
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
今
月
は
、
こ
の
腰
痛
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

最
近
は
、
高
齢
者
や
特
定
の
職
業
の
人
ば
か
り
で
な

く
、
1
0
代
や
2
0
代
の
若
年
層
に
ま
で
広
が
る
傾
向
を
み

せ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

腰
は
体
の
要
で
す

腰
は
体
の
要
で
す
。
腰
痛
の
き
っ
か

け
は
、
何
気
な
く
重
い
も
の
を
持
ち
上

げ
た
り
、
顔
を
洗
お
う
と
中
腰
に
な
っ

た
、
あ
る
い
は
人
に
呼
び
止
め
ら
れ
て

振
り
返
っ
た
瞬
間
に
腰
に
痛
み
が
は
し

り
動
け
な
く
な
っ
た
、
な
ど
の
例
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
。

一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
．
．
腰
痛
症
．
．

は
年
と
と
も
に
体
が
硬
く
な
る
た
め
、

骨
や
筋
肉
の
柔
軟
性
が
低
下
す
る
こ
と

が
原
因
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
年

だ
か
ら
腰
痛
に
な
っ
て
も
仕
方
な
い
」

な
ど
と
思
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
最
近

は
運
動
不
足
に
よ
る
筋
力
の
低
下
の
た

め
、
若
い
人
に
も
腰
痛
は
め
ず
ら
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
一
度
「
ギ
ク
ッ
」
と
や

る
と
痛
み
の
あ
ま
り
日
常
生
活
さ
え
ま

ま
な
ら
な
く
な
る
の
で
す
。

②
中
腰
で
重
い
も
の
を
持
ち
上
げ
な
い

③
同
じ
姿
勢
を
長
時
間
続
け
な
い

④
ふ
と
ん
は
薄
め
の
ふ
と
ん
。
で
き
る

限
り
横
向
き
で
眠
る

⑤
適
度
な
運
動
を
続
け
る
。
運
動
の
前

は
準
備
体
操
を
充
分
に
。

腰
痛
を
起
こ
し
や
す
い
の
は
、
次
の

よ
う
な
人
で
す
。

▽
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
の
仕
事
の
人

▽
立
ち
作
業
の
多
い
人

▽
重
い
荷
物
を
持
ち
上
げ
た
り
、
中
腰

に
な
る
こ
と
が
多
い
人

▽
姿
勢
の
悪
い
人

▽
車
の
運
転
を
長
時
間
す
る
人

▽
よ
く
あ
ぐ
ら
を
か
く
人

▽
太
り
過
ぎ
の
人

こ
ん
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
要
注
意

●重いものの
持ち上げ方腰

痛
に
な
り
や
す
い
の
は
こ
ん
な
人

ふ
だ
ん
か
ら
の
予
防
が
肝
心

適
度
な
運
動
や
正
し
い
姿
勢
な
ど
腰

痛
に
な
り
に
く
い
生
活
習
慣
を
心
が
け

れ
ば
、
腰
痛
は
十
分
に
防
げ
ま
す
。
痛

く
な
っ
て
後
悔
す
る
よ
り
、
な
る
前
の

予
防
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

①
よ
い
姿
勢
を
身
に
つ
け
る

〝
腰
痛
″
を
訴
え
る
人
の
半
分
以
上
は

い
わ
ゆ
る
　
『
腰
痛
症
』
と
言
わ
れ
る
も

の
で
す
。
こ
れ
は
、
関
節
・
骨
・
血
液

な
ど
の
検
査
を
し
て
も
何
ら
異
常
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
腰
が
痛
む
も
の
で

す
。
原
因
の
は
っ
き
り
し
な
い
腰
痛
症

は
、
日
常
生
活
の
何
か
に
問
題
が
あ
っ

て
腰
が
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

（

腰
痛
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
椎
間
板

ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
特
定
の
病
気
が
原
因
の

腰
痛
と
、
い
わ
ゆ
る
　
『
腰
痛
症
』
と
が

あ
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
痛
み
が
あ
る

と
き
は
、
特
定
の
病
気
の
疑
い
が
あ
り

ま
す
。

印
安
静
に
し
て
い
る
の
に
痛
み
が
あ
る

㈱
足
・
腰
に
力
が
入
ら
な
い

㈱
熱
や
悪
感
が
あ
る

㈲
風
呂
で
痛
み
が
増
し
た

そ
の
ほ
か
に
も
我
慢
で
き
な
い
よ
う

な
痛
み
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
痛
み
が
あ
る
と
き
は
、
『
腰
痛
症
』

で
は
な
い
こ
と
が
疑
わ
れ
ま
す
。
こ
う

い
う
場
合
は
、
必
ず
整
形
外
科
医
の
診

断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

、もっと身近に

身体障害者ホームヘルプサービス事業
‾　‾　‾　‾　　　‾　‾　‾　‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾

重度の身体障害のため、日常生活に支障がある人
の家庭にホームヘルパーを派遣し、適切な家事や介
護、外出時の付漂いを行います。この制度は、身体
障害者の生活の安定を図り、援護することを目的と
しています。
サービスの内容は、次のうち必要と認められるも

のとなります。①身体の介護に関すること②家事に
関すること③相談・助言に関すること
●費　用　所得税額に応じて1時間につき250円か

ら860円の費用負担があります。
※低所得者は無料です。

二二∵・

身体障害者福祉のし・お・り（2）

身体障害者ガイドヘルパーの派遣

在宅の重度身体障害者が社会参加するための付添
いとしてガイドヘルパーを派遣する制度です。

対象となる事例は（勘町民大会や学校行事などの出
席のため②研修、講座に出席するため③ボランティ
ア活動のため、などで外出する場合です。
●対象者　視覚障害者2級以上の人、または脳性マ

ヒ等全身（四肢）障害の1級以上の人
●費　用　所得税額に応じて1時間につき250円か

ら860円の費用負担があります。
※低所得者は無料です。

問い合わせ．手続きは役場民生係へ



町
営
住
宅

入
居
者
を

膵が誓酵兆警鵠

一訴鯉ｌ▼ｌ－

募
集
し
ま
す
◎

盛か囲蝉が

●平成5年度第2回町営住宅（空家）入居募集戸数

包鵜寡三通漢怒看8 ｍ∈≡■罰看〃ＳＩＥ　 ≡ 肖■諌■劇書■ 募集戸数

溺 誹 結 掛 ；…こユ．撫
ミ∈〕．∠ゝ 中耐 5 階建

6－4．5－4．5－Ｋ
16，000円

？
22，000円

露

守 疎 密 纏 亘 ノ比　⊂⊃ 6－6－6－Ｋ

義 、

田＋＋
固ｌ、

′！．頚 、幸 Ｉ∈〕．∠ゝノ比　⊂コ 簡耐 2 階建
6－4．5－4．5－Ｋ
4．5－4．5－4．5－
Ｋ

10，000円
？

10，500円

婆 ■ 酢 湖 上

、（．ミニ享塵真顔喪章
ミ∈ヨ　∠ゝ
／比　⊂】

中耐 5 階建 6－6－ＤＫ 12，000円 Ｅだ

亙 …ｊこ喪、・；
1 種

木造平屋建
簡耐平屋建

6－4．5－3－Ｋ
6－6－ＤＫ

8，500円
2

9，300円

線 薄 手…
※

や ■ 軒 頚 ■鞋 2　種 簡耐 2 階建 6－6－6－ＤＫ 2㌦000円 莞憲
ガリ

2　種

中耐 4 階建 6－6－4．5－ＤＫ 32，000円

′－
．“、一賛？、

…：．．‾三、′こ；＿率 ；…．無 中耐 4 階建 6－6－ＤＫ 29，000円 つ如 穣 う…ｉｉ；・ｉ

中耐 3 階建 6－6－Ｋ 27，000円 ㍉魂密

中耐 4 階建 6－ＤＫ 21，000円 、ｉｉ・；；ｉ；義壷

※　 二団地は、各戸に駐車場有り （有料） 薄
※　 高松団地2 ・3 ・5 ・6棟は、駐車場有り （有料）

へ

次
の
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
。

伸
昭
和
2
7
年
4
月
2
8
日
　
（
平
和
条
約

発
効
日
）
　
に
日
本
国
籍
を
離
脱
し

た
人
で
、
昭
和
2
0
年
9
月
2
日
（
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
の
日
）
　
以
前
か

ら
引
き
続
き
国
内
に
在
留
し
て
い

る
人
と
、
そ
の
直
系
卑
族
　
（
子
や

孫
）
　
で
国
内
に
生
ま
れ
、
引
き
続

き
在
留
し
て
い
る
人
。

（
水
巻
町
内
に
外
国
人
登
録
を
し

て
い
る
人
に
限
り
ま
す
）

回
水
巻
町
内
に
外
国
人
登
録
を
し
、

引
き
続
き
六
年
を
超
え
て
居
住
し

て
い
る
人
。

①
高
齢
者
＝
平
成
5
年
1
月
1
日
現
在

7
0
歳
以
上
の
人

②
身
体
に
重
度
の
障
害
を
持
つ
人

●
申
し
込
み
は
一
世
帯
一
戸
し
か
で
き

ま
せ
ん
。

●
申
込
用
紙
は
役
場
二
階
の
住
宅
管
理

係
で
配
布
し
ま
す
。

●
郵
送
に
よ
る
受
け
付
け
は
い
た
し
ま

せ
ん
。

●
申
し
込
み
受
付
期
間

6
月
1
4
日
（
月
）
～
7
月
2
日
（
金
）

●
申
し
込
み
資
格

①
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る

こ
と
。

②
現
に
同
居
し
て
い
る
親
族
が
あ
る
こ

と
。
ま
た
は
同
居
し
ょ
う
と
す
る
親

族
が
あ
る
こ
と
。
（
結
婚
の
予
定
者

を
含
み
ま
す
）

③
申
込
者
と
同
居
親
族
の
収
入
の
合
計

が
、
入
居
収
入
基
準
以
下
で
あ
る
こ

と
。
（
下
の
収
入
基
準
の
年
収
早
見

表
を
参
照
く
だ
さ
い
）

④
硯
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。

⑤
家
賃
の
支
払
い
な
ど
に
つ
い
て
、
確

実
な
連
帯
保
証
人
が
一
人
い
る
こ
と

⑥
入
居
す
る
世
帯
の
全
員
が
、
団
地
内

で
円
満
な
社
会
生
活
が
で
き
る
こ
と

⑦
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

⑧
外
国
人
の
場
合
は
、
①
の
代
わ
り
に

町
営
住
宅
五
階
建
の
三
階
以
上
に
、

引
き
続
い
て
三
年
以
上
居
住
す
る
高
齢

者
な
ど
で
、
居
住
す
る
団
地
の
二
階
以

下
を
希
望
す
る
人
の
住
み
替
え
を
受
け

付
け
ま
す
。

●
対
象
者

住
み
替
え
の
対
象
と
な
る
の
は
次
の

要
件
に
該
当
す
る
人
で
す
。

●収入基準の年収早見表（サラリーマンの場合）

区

′…国……；：；婆 単 三 申込者 以 封

翔Ｒ罰だａ相田間髪Ｒ蔽18 ｐは喜■■ｌ菓－

！童Ｉ】回転主題ほ諌 言瀾教．呈汀震知肌駁摺ｎだ滞戦野

菓■ｍｉ■■場ｌ■り■喜軋回書齢■事ｕ覇Ｐ詔　　　 Ａ　　Å

沫
幾 ｊ 2，208，080円 2，708，ｍ0円 3．208．000円 3，668，′ＤＯ

～
4，903，99

8円 4，096，808円

、ｕ．．ｌｉ．ｉ・ｈ．－澤 ′．、

．瀕

車 3，591，999円 4，027，999円 4誹63，99 9円 9円 5，339．999円

安永 ・
薫墜
つな

2，207，999円 2，707，999円 3，狩 封挟 間 3，6 59，99

上

9円 和昭 録渾 隅華

漂 車 以下 以下 山下 説下 以下

ダ



児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
が

6
月
掴
日
が
ら
始
ま
り
ま
す

老
人
児
童
係

亨問い合わせは

水巻町役場……20ト4321

中央公民館……20ト0401

南部公民館……202－2472

結合運動公園内

（体　育　係）……201－4000

（テニスコート）……201－5757

町民体育館……20113936

えぶり　山荘……202－6230

福祉センター‥‥‥201－0794

社会福祉協議会……202－3700

6
月
は
、
児
童
手
当
現
況
届
の
提
出

月
で
す
。
届
け
を
し
な
い
と
、
引
き
続

き
受
給
で
き
る
資
格
が
あ
っ
て
も
、
6

月
分
以
後
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
必
ず
期
限
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
6
月
1
4
Ｒ
Ｔ
（
1
8
Ｈ
　
（
午
前

9
時
か
ら
午
後
5
時
）

●
と
こ
ろ
　
役
場
一
〇
一
会
議
室

●
持
っ
て
く
る
も
の

▽
児
童
手
当
の
現
況
届

▽
平
成
4
年
分
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
平

成
5
年
度
町
県
民
税
納
税
通
知
書

※
自
営
業
の
人
は
平
成
5
年
度
所
得

額
証
明
書
　
（
6
月
1
4
白
以
降
に
課

税
係
で
発
行
）

▽
①
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
る
人
は
厚

生
年
金
加
入
証
明
書

②
国
民
年
金
に
加
入
の
人
は
、
記
号

番
号
を
調
べ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

▽
平
成
5
月
1
月
2
日
以
降
に
水
巻
町

に
転
入
し
た
人
は
、
前
住
所
地
の
役

所
で
平
成
5
年
度
の
所
得
額
証
明
書

を
受
け
て
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
老
人
児
童
係

ア
ナ
タ
も
名
監
督
。

ビ
デ
オ
編
集
機
の
操
作
講
習
会

南
部
公
民
館
に
設
置
さ
れ
た
ビ
デ
オ

編
集
機
を
効
果
的
に
活
用
し
て
も
ら
う

た
め
の
操
作
講
習
会
を
開
き
ま
す
。
興

味
の
あ
る
人
は
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
と
　
き
　
6
月
1
4
Ｈ
　
（
月
）
午
後
6

時
3
0
分

●
と
こ
ろ
　
南
部
公
民
館
視
聴
覚
室

●
申
し
込
み
　
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

電
話
番
号
を
書
い
て
南
部
公
民
館
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
（
電
話
で

（

も
受
け
付
け
ま
す
）

●
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
南
部
公
民

館
　
（
下
二
3
3
0
番
地
の
7
）

農
地
な
ど
の
鉱
害
復
旧

追
加
工
事
の
説
明
会
を
開
催

産
　
業
　
課

鉱
害
復
旧
工
事
が
実
施
さ
れ
た
農
地

や
農
業
用
施
設
で
、
ま
だ
回
復
し
て
い

な
い
と
思
わ
れ
る
部
分
を
対
象
と
し
た

追
加
工
事
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

●
と
　
き
　
6
月
2
1
日
　
（
月
）
　
午
後
1

時
3
0
分
か
ら

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
対
　
象
　
町
内
に
農
地
を
所
有
し
て

い
る
人

●
説
明
者
　
九
州
通
商
産
業
局
、
石
炭

鉱
害
事
業
団
九
州
支
部

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
産
業
課

北
九
州
市
民
生
協
　
（
交
通
共
済
）
　
の

総
代
の
改
選
を
行
い
ま
す
。

総
代
選
考
委
員
会
か
ら
、
次
の
一
二
人

盆凱太鼓講習会

●と　き　6月30日（水）
年後7時ト9時

●ところ　中央公民館大ホール

●講　師　入江童寛さん
（みずほ団地）

●問い合わせ　中央公民館

臣各地区公民館からの参加をお待
ちしています。地区にある太鼓

とパチを持ってきてください。

が
候
補
者
と
し
て
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

異
議
の
あ
る
組
合
員
は
、
6
月
2
9
日
ま

で
に
、
文
書
で
選
挙
管
理
者
　
（
役
場
住

民
課
長
）
　
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

組
合
員
の
半
数
以
上
の
反
対
が
な
け

れ
ば
、
当
選
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
候
補
者
　
（
敬
称
略
）

藤
崎
　
正
志
　
（
　
二
　
）

栗
川
タ
ツ
エ
（
頃
　
末
）

千
々
和
敏
子
　
（
一
一
）

ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
到
来
。

用
兵
を
無
料

「
ス
ポ
ー
ツ
し
た
い
け
ど
、
用
具
が

な
い
」
と
い
う
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

体
育
係
で
は
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に

（

親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
用
具
の
貸
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
ほ
か
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
体
育
館
用
綱
引
き
な

ど
を
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
料
金
は
無
料
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
体
育
係
　
（
総
合

運
動
公
園
中
央
管
理
棟
内
）

身
体
障
害
者
の
有
料
連
騰

特
別
割
引
措
置
に
つ
い
て

民
　
生
　
係

こ
れ
ま
で
県
が
行
っ
て
い
た
身
体
障

害
者
の
有
料
道
路
特
別
割
引
の
手
続
き

を
町
で
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
対
象
者
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
（
肢
体
不
自
由
者
）

※
対
象
者
本
人
が
運
転
し
て
い
る
場

合
に
限
り
ま
す
。

●
対
象
車
両
　
対
象
者
本
人
ま
た
は
生

計
を
共
に
し
て
い
る
人
が
所
有
し
て

い
る
乗
用
自
動
車
と
貨
物
自
動
車
。

営
業
用
の
自
動
車
は
除
き
ま
す
。

●
割
引
率
　
五
割
引
き

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
役
場
社

会
謀
民
生
係
ま
で

田圃



夏
の
行
事
に
役
立
つ
野
外
活
動
の
実

技
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
子
ど
も
会
の

指
導
者
の
ほ
か
多
く
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
　
き

7
月
1
0
日
　
（
土
）
、
1
1
日
　
（
日
）

●
と
こ
ろ
　
南
部
公
民
館

●
募
集
人
員
　
3
0
人

●
参
加
費
用
　
千
五
百
円
　
（
傷
害
保
険

料
、
教
材
費
）

●
内
　
容

1
0
日
▽
「
で
あ
い
の
つ
ど
い
」
　
「
ふ

れ
あ
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

1
1
日
▽
「
救
急
・
救
護
の
方
法
」

「
キ
ャ
ン
プ
テ
ク
ニ
ッ
ク
」

●
申
し
込
み
　
7
月
1
日
ま
で
に
役
場

社
会
教
育
課
へ

求
む
。
あ
な
た
の
フ
ァ
イ
ト

税
務
職
員
を
募
集
し
ま
す

福
岡
国
税
局

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験
（
税
務
）

に
合
格
し
採
用
さ
れ
た
人
は
、
一
年
三

か
月
間
税
務
大
学
で
研
修
を
受
け
税
務

署
な
ど
に
配
属
さ
れ
ま
す
。

●
採
用
人
員
　
1
0
0
人

●
受
験
資
格
　
昭
和
4
8
年
4
年
2
日
か

ら
昭
和
5
1
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

●
受
付
期
間
　
7
月
1
日
～
8
日

●
一
次
試
験
　
9
月
1
2
日

●
問
い
合
わ
せ
　
若
松
税
務
署
℡
7
6

1
局
2
5
3
6
番
、
ま
た
は
福
岡
国

（

税
局
人
事
第
2
課
℡
　
（
0
9
2
）
　
4

1

1

局

0

0

3

1

へ

平
成
5
年
度
の
消
防
設
備
士
試
験
と

準
備
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

【
準
備
講
習
会
】

▽

と

　

き

　

7

月

2

4

日

～

2

6

日

▽
と
こ
ろ
　
九
州
工
業
技
術
専
門
学
校

（
直
方
市
山
部
7
5
1
番
地
）

▽
受
付
期
間
　
6
月
1
4
日
～
7
月
2
日

【
消
防
設
備
士
試
験
】

▽
と
　
き
　
8
月
8
日
　
（
日
）

▽
と
こ
ろ
　
九
州
共
立
大
学

▽
試
験
種
類
　
甲
種
第
1
類
～
第
5
類

乙
種
第
1
類
～
第
7
類

▽
受
付
期
間
　
6
月
1
4
日
～
2
9
日

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課
℡
2
9
3

局

1

2

3

1

番

へ

印
鑑
登
録
証
の
交
換
は

も
う
お
済
み
で
す
が

住
　
民
　
係

平
成
3
年
9
月
か
ら
紙
　
（
桃
色
ま
た

は
水
色
）
　
の
印
鑑
登
録
済
証
明
書
　
（
印

鑑
手
帳
）
　
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
カ
ー

ド
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
役
場
住
民
係
で
は
交
換
の
手

続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
交
換

を
し
て
い
な
い
人
が
多
数
お
ら
れ
ま

す
。
も
う
一
度
、
あ
な
た
の
印
鑑
登
録

済
証
明
書
を
確
認
し
、
必
ず
交
換
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
紙
の
印
鑑
登
録

済
証
明
書
（
印
鑑
手
帳
）
、
認
め
印

※
紙
の
印
鑑
登
録
済
証
明
書
を
な
く
し

た
人
は
、
廃
印
届
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
住
民
係

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
寄
付
と
し
て

●
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
如
実
行

委
員
会
、
創
価
学
会
水
巻
支
部
こ
呂

殿
支
部
一
同

香
典
返
し
と
し
て

●
吉
田
団
地
　
故
・
稲
田
ユ
キ
子
様

稲
田
　
政
二
様

●
高
松
団
地
　
故
・
村
下
　
馨
　
様

村
下

●
美
吉
野
団
地
故
・
藤
岡藤

岡

●
吉
田
団
地
　
故
・
小
林小

林

●
頃
末
　
　
　
故
・
平
野平

野

●
み
ず
ほ
団
地
故
・
村
上村

上

千
代
様

カ
タ
様

義
智
様

和
敏
様

敏
夫
様

千
鶴
様

勝
行
様

米
子
様

功
　
様

●
伊
左
座
　
　
故
・
小
林
マ
サ
子
様

小
林
　
徳
雄
様

●
二
　
　
　
　
故
・
船
津
き
み
子
様

船
津
　
孝
行
様

●
立
屋
敷
　
　
故
・
渡
連
　
勝
晴
様

渡
達
一
美
様

●
高
松
団
地
　
故
・
西
藤
　
享
治
様

西
藤
日
出
子
様

二〕牟ク埴・一仝

保険料は忘れずに／
国民年金保険料は基礎年金を支えるための大切な財源で

す。20歳から60歳になるまでの40年間納めます。老齢基礎

年金を受けるためには、この間に最低25年以上の保険料を

擁

①生活保護法による生活扶助を
受けている人

（む障害基礎年金または被用者年
金の障害年金 （1液、2液）
の受給権者

①所得の少ない人や病気やケ万
などで経済的に因難な人

②保険料の納付が酷難な特別の
幾． 理由のある人

ｉＴ、

③学生であり親元に扶養されて
いる人で親元の収入が一定基
準以下の人

納めることが必要です。

●定額保険料　平成5年4月から、月療10，500円

●付加保険料　1か月　400円

（第1号被保険者で希望する人が納められます）

サラリーマンやＯＬ ｒ弟．2号顔採虜着Ｊば†・・

厚生年金や共済組合の保険料を納めていますので

に国民年金保険料を納める必要はありません。

サラリーマンの奥さん　ｒ第3号粛保勝者クは‥
国民年金保険料を納める必要はありませんが∴第3号被

保障者としての届出をしなければなりません。保険料はご

主人の加入している年金制度がまとめて負廻します。

朋



「
上
代
」
と
は
、
西
暦

か
ら
平
安
時
代
ま

間
を
い
い
ま
す
。

西
暦
五
百
年
ご
ろ
に
な
る
と
、
大
和

朝
廷
が
国
家
を
統
一
し
、
北
部
九
州
地

方
も
そ
の
支
配
下
に
あ
り
ま
し
た
。

遠
賀
地
域
が
歴
史
に
現
れ
て
く
る
の

も
こ
の
時
代
か
ら
で
、
「
古
事
記
」
や
「
日

本
書
紀
」
　
の
中
に
、
〝
岡
の
宮
〟
　
や

あ
か
の
み
な
と

〝
崗
水
門
″
と
い
っ
た
地
名
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。
崗
水
門
は
、
芦
屋
を
含
む

こ
の
地
方
一
帯
を
指
す
も
の
で
、
古
く

か
ら
港
と
し
て
栄
え
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。
後
に
「
芦
屋
千
軒
、
関

千
軒
」
と
い
わ
れ
る
繁
栄
の
基
礎
も
こ

の
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
え
ま
す
。

軒
征
代
と
熊
鰐
一

こ
の
付
近
の
歴
史
に
最
初
に
登
場
す

く
ま
わ
に

る
人
物
は
、
熊
鰐
で
す
。
日
本
書
紀
に

ち
ゆ
う
あ
い
　
　
　
　
　
　
　
じ
ん
ぐ
う
こ
う
一
Ｊ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ま
そ

仲
哀
天
皇
が
神
功
皇
后
と
共
に
熊
襲

征
伐
に
き
た
と
き
に
、
今
の
山
口
県
あ

た
り
ま
で
天
皇
の
船
を
出
迎
え
て
、
岡

ら
れ
ま
す
。

「
酎
酎
沌
欄
遁

大
和
朝
廷
が
朝
鮮
半
島
ま
で
勢
力
を

伸
ば
す
こ
と
に
な
る
と
、
北
九
州
の
地

て
い
ま
し
た
。

み

ま

な

　

し

ら

ぎ

朝
鮮
半
島
の
任
那
と
新
羅
の
戦
争
に

係
わ
り
、
大
和
朝
廷
と
敵
対
し
、
一
年

余
り
に
わ
た
り
戦
が
続
き
ま
し
た
。
こ

れ
を
「
磐
井
の
反
乱
」
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
付
近
で
も
戦
が
行
わ
れ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

．
反
乱
や
外

の
監
視
機
関

に
太
宰
府
が
置
か
れ
、
九

の
中
心
地
と
な
り
ま
し
た
。

太
宰
府
と
大
和
朝
廷
を
つ
な
ぐ
重
要

な
道
路
も
で
き
、
九
州
に
は
、
九
駅
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
に

島
門
駅
が
あ
り
ま
す
。

－
畠
の
駅
と
嘉
一

島
門
の
駅
は
、
今
の
遠
賀
町
鬼
津
あ

た
り
か
ら
立
屋
敷
に
か
け
て
の
間
に

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
遠
賀
川
が

今
の
直
線
的
な
流
れ
と
違
い
、
蛇
行
し

て
い
た
の
で
、
今
日
の
地
形
か
ら
は
想

像
が
で
き
ま
せ
ん
。

遠
賀
川
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
の

げ
ん
な

は
、
黒
田
藩
に
入
っ
て
か
ら
で
、
元
和

九
年
　
（
一
六
二
三
）
　
の
改
修
で
立
屋
敷

と
広
渡
、
寛
永
五
年
　
（
一
六
二
八
）
　
の

改
修
で
は
猪
熊
と
島
津
が
分
か
れ
て
い

ま
す
。こ

の
時
代
立
屋
敷
は
、
館
屋
敷
と
呼

ば
れ
字
か
ら
も
宿
駅
が
あ
っ
た
こ
と
を

想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
広
報
は

再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
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